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こどもの自殺対策の推進のために 
 

  例年、長期休み明けとなるこの時期に、誠に忸怩たる思いでは

ありますが、こどもの自殺が増加する傾向にあります。近年増加傾

向にあった小中高生の自殺者数は、令和４年に 514 名となり、過

去最多となっています。 

 

こうした非常事態に対処するため、政府は、昨年 10 月に新たな

自殺総合対策大綱を策定し、こども・若者の自殺対策の更なる

推進・強化を図ることとしました。本年６月２日には、「こどもの自殺

対策に関する関係省庁連絡会議」において、「こどもの自殺対策

緊急強化プラン」を取りまとめました。これらも踏まえ、今後も引き続

き、関係省庁が連携して、こども・若者の自殺対策を推進してまい

ります。 

 

こどもの自殺対策においては、地方自治体の果たす役割が非

常に大きく、トップの皆様のリーダーシップの下、関係部局間の連

携に加え、学校、教育委員会、家庭、地域が連携して、地域全

体でこどもたちを守る仕組みを構築することが重要になります。 

 

政府としても、地方自治体や教育委員会への支援をしっかりと

行っていく所存であり、来年度予算概算要求においても、様々な

各 



予算を要求しています。主なものを２点、ご紹介します。 

 

１） 自殺リスクの高い児童生徒への対応といった観点で、都道

府県及び指定都市が、多職種の専門家により構成される

「こども・若者の自殺危機対応チーム」を設置し、学校や市

区町村を支援する際に活用いただける予算を大幅に拡充し

て計上しています。 

２） 自殺リスクの早期発見の観点では、１人１台端末等を活用し

た「心の健康観察」の全国の学校での導入を推進するため

の予算を新たに計上しています。 

 

是非、都道府県及び指定都市におかれましては、児童生徒の

自殺リスクを早期に発見すると同時に、「こども・若者の自殺危機

対応チーム」を通じて、学校と地域が連携して、こどもの命を守るた

めの取組を強化していただきますようお願いいたします。 

 

また、自殺対策では、悩んでいる人に寄り添い、関わりを通して

「孤独・孤立」を防ぎ、必要な支援につなげることが重要です。１

人でも多くの方に、このような役割を担う「ゲートキーパー」としての

意識を持っていただき、専門性の有無にかかわらず、それぞれの

立場でできることから行動を起こしていただければと考えています。

そのため、今般、国において、「ゲートキーパー」に関する e-ラーニ

ング教材を作成しました。 

 

９月 10 日から９月 16 日までの１週間は自殺予防週間です。

我々も受講する予定ですが、各自治体のトップの皆様にもぜひ受



講していただき、全庁的な取組として地域の自殺対策を推進する

ため、関係部署等の職員の皆様にも受講を勧めていただきますよ

うお願いいたします。 

 

こどもが自殺に追い込まれることのない社会の実現に向けて、

国と地方が力を合わせて取り組んでいきたいと考えておりますの

で、引き続きのお力添えをお願いいたします。 

 

令和５年９月８日 

            厚生労働大臣 

 

            文部科学大臣 

 

            こども政策担当大臣 


